
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちはそのイヌをポチと呼びます。 

その本は私を幸せにします。［→私はその本を読むと幸せです。］ 
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私たちはそれを原爆ドームと呼びます。 

これは私たちを悲しい気持ちにさせます。 

私たちは平和の大切さを覚えておくべきです。 

                        キューちゃんと呼びます 

             幸せにします 

          私の父は私をトシと呼びました 

例 
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 私が本を毎日読むことは大切です。 
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しかし，私たちが戦争の現実を見ることは大事なことです。 

それは二度と起きてはなりません。 

だから私たちは，平和について考えなければなりません，今も，そしてこれからも。 
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禎子の物語 

   億の建てものが突然破壊されました。       1945 年 8 月 6 日， 

1 つの原子爆弾が広島に投下されました。              少な 

くとも 13 万人の人々がそのトシの終わりまでに亡くなりました。 禎子はわ 

ずか 12 歳でした。      彼女は生き残りました。 

  禎子が小学生だったとき，彼女は速く走ることができました。 

          6 年生のとき，彼女は学校の運動会のリレーチームのメ 

ンバーに選ばれました。                      それ 

は彼女を幸せにしました。［彼女は喜びました。］ 

  1 ヶ月後，禎子は突然病気になりました。 

医者たちは爆弾のせいで彼女が病気になったと考えました。 

     「私は，彼女は 1 年以上生きることはできないと思う。」と医者が 

彼女の両親に言いました。 

1945 年 

（6年生のとき，）学校の運動会のリレーチームのメンバーに選ばれたこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   病院では禎子は悲しんでいました。     そのとき彼女は折り鶴を 

何羽か受け取りました。それらは彼女に希望を与えました。彼女は思いました， 

「もし折り鶴を千羽作れば，生きることができる，元気になることができる。」と。 

彼女は鶴を折り始めました。      彼女はそれら（折り鶴）に健康への 

願いごとをしました。彼女は千羽作りましたが，病院を退院することはできま 

せんでした。  彼女はわずか 12 歳で亡くなりました。 

   禎子がなくなったあと，彼女の友だちは彼女の死を受け入れることがで 

きませんでした。彼らは彼女の像を作ることを決めました。   それは今， 

広島平和記念公園にたっています。 
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③ 
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（感じる）の 
過去形・過去分詞形 

（成長する） 
の過去形 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   むかしむかしのことです，ハーメルンは美しい町でした。     ある日たくさんの 

ネズミが町にやって来ました。    すぐに家や道はネズミでいっぱいになりました。 

 

   しばらくしてある男が町にやって来ました。   彼はいろいろな色の柄のついた服を 

着て，手には長い笛を持っていました。        彼は「ハーメルンの斑の服をきた笛吹 

き」でした。 彼は町長に言いました，「私なら私の笛でハーメルンの町のネズミをすべてつか 

まえることができます」と。    「もしそうしてくれたら私はあなたにお金を差し上げます」 

と町長は彼に言いました。 

   まだらの服をきた笛吹きは音楽を何曲か演奏しました。何百匹のネズミが出てきました。 

   それらは彼のあとをついていきました。ついにそれらは川までやって来ました。まだらの 

服を着た笛吹きが飛び込みました。ネズミたちも全て飛び込みました。川の水がネズミたちを 

遠くへと運んでいきました。 

   まだらの服を着た笛吹きは町長の職場へ行きましたが，町長は彼にお金を支払いませんで 

した。        するとまだらの服を着た笛吹きが異なる音楽を演奏しました。ハーメル 

ンすべての子どもたちが出てきて，彼のあとをついて行きました。           彼は 

子どもたちを遠くへ連れて行き，決して戻ってきませんでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日後の（嘉代子の）16歳の誕生日には仕事を休んでもいいこと。その日に母がおはぎを作ってくれること。 

嘉代子桜 

  嘉代子は長崎に住んでいて，学校に行くのが好きでした  彼女はお母さん 

に言いました，「子どもが好きだから先生になりたい」と。 

  あるとき戦争が始まりました。いくつかの学校は工場として使われました。 

      彼女はそのうちの 1 つで働いていました。1945 年 8 月 9 日の朝， 

嘉代子は家にいたい（仕事に行きたくない）と言いました。  彼女のお母さん 

は彼女に言いました，「行かなければいけないよ。2 日後にはあなたの誕生日で 

しょう。その日は休んでもいいから。あなたにおはぎを作ってあげますよ。」と。 

    それを聞いて嘉代子はうれしくなり，出かけて行きました。 

  11 時ごろ，空が明るい赤色に変わり，突然あたりは暗闇につつまれました。 

               原爆の爆発でした。 

その日の夕方嘉代子は仕事から戻ってきませんでした。        彼女の 

両親は至る所に彼女をさがしました。 

  その月の終わり，両親は学校で彼女の体（なきがら）を見つけました。 

    嘉代子のお母さんはとても悲しみました。   彼女は毎日鳴き続け 

ました。嘉代子のお父さんは言いました，「私たちは勇敢にならなければいけない。 

たくさんの人が子どもたちを失ったのだから。」と。嘉代子のお母さんは嘉代子 

とその他すべての子どもたちのために何かしたいと思いました。    彼女は 

学校の校庭に桜の木を植えました。          人々はそれらの木を 

嘉代子桜と呼んでいます。  今も春になるとその木々は花を咲かせます。 

 


